

市民憲章の基本的考え方（案）

１ 市民憲章制定の背景

横須賀市では、市民憲章については、今まで、自治体の基本方針や原則を定める基本構想そのものが市民憲章的性格を持つものであると考えてきた。しかし、21世紀を迎え、中核市への移行という大きな転機をきっかけに、市民が都市生活を営む道しるべとなる市民憲章を制定することにした。

２ 市民憲章の定義と位置付け

  市民憲章は、都市の理念やまちづくりの方向性を明らかにした、市民が都市生活を営む道しるべとなるもので、基本構想の上位に位置するものである。そして、市民、企業、行政のすべての行動の原点、規範である。

  市民憲章は、世代を越えて、共通認識として感じられ、次世代に継承できる内容とする。


３ 市民憲章の適用・周知

  市民憲章は基本構想の上位に位置するものとして、今後、行政評価を行うに当たって、まちづくり評価委員会等で、政策・施策の方向性等を確認する際の拠り所となる。

  市民憲章制定後、広報よこすか、ホームページへの掲載を始め、本庁舎と各行政センターに掲示すると共に、ちらしを配付して周知する。
４ 市民憲章の構成・内容

  市民憲章は前文と本文から構成し、前文では、市民憲章作成の理由、目的、合意の範囲を定め、市民協働により魅力あるまちづくりを進める決意を述べる。本文は、5項目の箇条書きとし、共生、交流、創造、市民協働、国際性、自然、人権、歴史・文化、防災、福祉、平和等をキーワードとして、横須賀市がめざすまちづくりの目標を示す。


第1回市民憲章検討委員会及び会議後に提出された意見

１ 市民憲章の定義・位置付けについての意見

浅田委員

・市民憲章は憲法的な要素もあり、基本構想を受けて、可能な限り具体的にした方がよい。

  ただ、用語の解釈が人によって違うので、ある程度抽象的になるのも避けられない。

斉藤（進）副委員長
・市民憲章とは、基本構想を踏まえて、さらに広く、これからの地域自治・市民自治に向

  けての考え方が展開される基本的枠組みだと思う。

・3世代に通じるものとして3世代が共有できる価値観を探ることが必要である。

斎藤（八）委員

・横須賀市民が市民生活を営む上で規範とし、横須賀市が条例を制定する上で、また政策

  を実施する上で規範とする、チェック機能を有するものとすべきである。

・制定後も適宜、適時改定されて一向に構わないが、少なくとも3世代100年を展望する

  ものとする。

多賀名委員

・基本構想の目標年次は2025年だが、市民憲章はもっと長いスパンで考えてもよい。

田中委員

・総合計画基本構想は、25年後の横須賀市のまちづくりの目標を設定し、それに向けた戦

  略を取りまとめ、そのもとに具体的な戦術を明らかにしたものである。市民憲章は、市

  民自治に向けた憲法的役割を持つもので、基本構想の上位に位置づくものである。

・市民に根付くもの、党派を越えて納得できるものとする必要がある。

速水委員

・憲章作成後の公表の方法や活用のしかたをふまえて、憲章の役割について委員会におけ

  る共通理解をもつ必要があると思われる。その上で、従来の市基本計画との位置づけの

  違いをはっきりさせることも必要である。

・基本計画は具体的な政策の内容であるが、市民憲章は市がめざすまちづくりのシンボル

  的存在。必ずしも基本計画の中身との整合性を厳格にする必要はないと思われる。

依田委員長

・基本構想の要約にとどめるのか、その延長線上にある福祉や教育も含めるのか、市民生

  活全体に拡張したものにするのか、市民憲章が対象とする範囲を考える必要がある。

・個性を出しながら、併せて抽象概念を出せるのかという問題もある。

２ 市民憲章の適用・周知についての意見

岡基委員
・プロジェクト関係者は、その企画、設計段階で、憲章の5つの品質に関する方針を記述

  し、市民憲章実行委員会に提出する。市民憲章実行委員会はプロジェクトを5つの品質

  についても5段階の評価を行い、助言を行う（知恵の結集）。また、プロジェクト関係者

  は、完成時に5つの品質について、5段階の評価を行い、その内容をＨＰで公開する。

３ 市民憲章の構成・内容についての意見

岡基委員

・（本文の補足説明）

  １．本文は前文の「魅力あるまちづくり」を大項目の品質に展開したものにしたい。そ

      して、プロジェクト企画時のヒントとプロジェクト評価基準を暗喩する例などをわ

      かりやすく記述しておきたい（共通認識）。私案は、だめ項目なども含め、更に検討

      の余地がある。

  ２．大項目を更にレベルダウンして、中項目、小項目として展開した表が、「まちづくり

      指標」として必要。従って、現在、市で作成中の「まちづくり指標」と憲章を、相

      互の整合をとりながら見直す検討作業が必要である。
  ３．まちの属性として、当たり前の品質であるが、利便性もプロジェクトの目的として

      ありえるので追加した。その他として例えば、快適性、経済性、保守性など大項目

      にあげる品質として必要だろうか。又、これらは安全性と共に機能的品質なので、

      ５-1，２と５のグループに集約した。

  ４．品質の水準は今後、3世代に渡るであろう価値観を想定して作成したい。

  ５．品質の水準は又、プロジェクトに携わる企画者、計画者、設計者、実行者など、全

      ての関係者が賛同できる内容としたい。そして、市民、及び関係者の全てに憲章が

      理解され、良きデザインを常に意識し、無駄なく、効率的に「魅力あるまちづくり」  

      に繋げていけるものにしたい。

  ６．プロジェクトはハードだけでなくソフト含ませた方が良い。しかし、本文案の私案

      はやや、ハード中心になっているので、ソフト面からのチェックが必要と思う。他

      委員の意見を総合したい。

  ７．適用は自主的を原則としたいが、市民憲章が市民へ根付く期間は、助言乃至、チェ

      ック機関が必要と思うので、適用案を作成した。

木村委員

・「まちづくり」という言葉には「新しく作る」イメージがあるので、今あるものを活用す  

  るという感じで「まち育て」もいいと思う。

・「多様な人々」や「市民レベルですべての人々」に、福祉の視点が含まれているとよい。

斎藤（八）委員

・個性的な市民憲章とするため、横須賀市に固有のものは本文に、人類全体の傾向・課題

  やグローバルな抽象的概念は前文に入れたらどうか。

多賀名委員

・福祉を強調した言葉や子どもの視点をもう少し具体的に入れたい。

田中委員

・個性的とは表現の個性も考えられるし、内容の個性も考えられる。

・結果として横須賀ならではのものができればいいのではないか。

・キーワードとしては、「持続可能な地域づくり」、「成長管理」、「市民自治」、「平和」、  

 「平等」、「安全」等が考えられる。

速水委員

・他都市では、その市が施策において特に力を入れているもの、あるいはまちづくりの核

  となるものについての個別の憲章を定めている例（久留米市女性憲章、高齢者憲章など）

  もあった。横須賀市においても、例えば「子ども憲章」や「福祉憲章」など具体的なテ

  ーマをいくつかセットにしたものを考えることも可能である。

・市民憲章に含めるキーワードは、市民の側からのまちづくりへの参加の側面を強調する、  

  まちづくりの主役は市民であるという点を全面に出すことが望ましいのではないか。市

  民参加、市民主役、協働、市民自治などの言葉を入れることが望ましいと思われる。
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＜参考＞


辞書による「憲章」の定義


【広辞苑】重要なおきて。原則的なおきて。


【大辞林】（1）重大な事柄に関するおきて。


              根本的な原則に関する決まり。


        （2）憲法の典章。


【現代国語例解辞典】国家などが理想として定めたおきて、原則。


























